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3）スポーツを通じた青少年育成活動に対する意識
（1）スポーツを通じた多民族交流の機会
　図13は，スポーッを通じた多民族交流の機会を楽しんでいるかを問うた結果である。
「とても楽しんでいる」と「楽しんでいる」との測答が75％を占め，「まあまあ」を含めた
肯定的鳳答は90％に上った。図14は，多罠族交流の機会に関する考えである。「とても良
い」と「良い」を合わせた肯定的回答が70％を超える結果となった。
ee　13　あなたはスポーツを通じた活動への参加を楽しんでいますか
麗とても楽しんでいる
欝楽しんでいる
園まあまあ
譜それぼどではない
国全く楽しんでいない
圏NA
0％　　　　　10％　　　　　2G％　　　　　30％　　　　　4G％　　　　　50％　　　　　60％　　　　　70％　　　　　80％　　　　　9G％　　　　10G％
eCl4　あなたは異なる民族の人々が同じ活動を行うことについてどう思いますか
團とても良い
口良い
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醗悪い
趣NA
0％　　　　　　　109S　　　　　　20％　　　　　　3G％　　　　　　40％　　　　　　50％　　　　　　60％　　　　　　フ0覧　　　　　　80％　　　　　　9G睾も　　　　　100％
　図15は，活動の参力降に対する親の印象を問うた結果である。活動に参加する本人以上に
「とても良い」と答えた割合が多い一方，「どちらでもない」が23．3％を占めた。「良くない」
「悪い」を合わせた否定的回答は1名のみであった。
図15　あなたの親はあなたが活動に参加することにっいてどう思っていますか
（2）個人競技と団体競技
　図16は，異なる民族の人々とのスポーツ実施の形態に関する國答である。「とても良い」
と「良い」の合計は，「チームメイトとして団体競技」で60％を上團り，「チームメイトと
して個入競技」でも40％を占めた。したがって，各種のスポーツを異なる民族が「チーム
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メイトとして」実施することに意義を見出す傾向にあった。
図16　あなたは異なる民族の人々と共にスポーツをすることをどのように想、いますか
　図17は，図16と同様のスポーツ実施形態の項Eについて，その難度を聞いたものであ
る。「全く問題ない」「簡単」を合わせた圓答は，図16の罎答と同じく「チームメイトとし
て団体競技」「チームメイトとして個人競技」「敵として団体競技」「敵として個人競技」の
順となった。調査前には，チームメイトとしてスポーッを実施することに難しさがあり，
民族ごとのチームで戦うことが婦まれるのではないか，との仮説を立てていたが，國答は
全く逆となり，敵として戦うよりもチームメイトとして構じチームで戦う方がより取り組
みやすいとの結果が浮かび上がった。同時に個人競技よりも団体競技の方が容易であると
の傾向も現れた。図16の結果と照らし合わせると，r個人競拠閥体競技」の区別なく，
「敵として」スポーッを実施することは可能ではあるが，「チームメイトとして」の実施の
方がより好ましく，さらに「個人競技」の実施が可能ではあるが，「団体競技」の方がより
好ましいとの結論を得た。この結果から，他民族との交流を積極的に主眼に置く傾向が強
くみられ，各団体が定める活動の意義やヨ的が参加した青少年の問でしっかりと理解され
ており，活動を通じて高い成果を挙げていると言える。今測調査を実施した複数の団体の
図17　あなたは異なる民族の人々と共にスポーツをすることを難しいと思いますか
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スポーッを通じた取り組みは，「スポーツ」のいい面での特徴を他民族交流の目的において
有効に活用し，成功を収めた実例であると言える。
W　今後の課題と問題点
　以上のようにコミュニケーション能力を育成する教育方法としてのスポーツの特性を挙
げ，参考となる実例を検証した。しかし，この種の教育協力の実施の際には，様々な問題
点に留意する必要性が高い。以下に列記する。
　第～に，スポーツの持つ戦いの性質が青少年の攻撃性の助長に繋がる可能性がある。勝
利に拘るあまり，不正を好む習性や「幸運を求める」ギャンブル的精神への帰結も考えう
る。このような個人レベルの問題が予想される一方，社会や国家の形成過程においても時
に危険を孕んでいる。国威発揚や国家統合の起爆剤としてのスポーッは，強力な力を発揮
すると瞬時に，不安定な国家を誤った方向にドライブする危険性も持ち合わせている。こ
の現象をグードマンは，「近代スポーツは，分裂をも誘発しうるし，対立を一層激化させ社
会機構を破壊しうるもの」と説明している。
　第二に，スポーツの持つ平等性が他者の排除を正当化する危険を持つ。現代の慢界基準
のスポーッでは，ルールを遵守すればするほど弱者を締め出す相反性を内旬している。す
なわち，ルールに基づいた競技場や用具の確保，大会の開催や審判法などが必要であり，
これらの基準を厳格に求めるほど広範な参加を促すことは不可能となる。また，薪たな技
術や知識としての近代スポーツを導入することで，ある意味では他文化を強剃し，伝統的
な固有文化を駆逐する可能性も含んでいる。
　第三に，この種の教育方法そのものの妥当性の検討が必要である。時にイベント性を有
した教育方法が有効ではあるが，一方で継続的な教育効果について疑問が残る。すなわ
ち，一時の楽しみと共に学んだ内容が日常生活に戻った際にどの程度活用されるか，日常
生活と教育内容の問の関連性が問題である。
　この様にスポーツが持つ機能や特性を鑑みると，活用法を誤ると効：果が期待できないば
かりか悪影響を及ぼす可能性も有している。したがって，これらのリスクを十分に理解し
た上で現場のニーズを正しく把握し，適切で持続可能な方法論を摸索しなければならな
いo
おわりに
　以上の検証を踏まえて，青少年教育の方法の一つとしてスポーツを提案したい。非書語
コミュニケーション方法としてのスポーツは，そのゲーム性の高さから被教育者に主体
的，積極的な参加を促し，自然な形で自己や他者に対する関心を引き出す手段である。青
少年教育の主要な課題である他者とのコミュニケーションを推進するには，硬直した人閲
関係や心理状態を何らかの仕掛けによって融解へと導き，あらゆるレベルにおける対話へ
の導入を捉さなければならない。このために，スポーツの持つ公共性や簡便性が力を発揮
する可能性を持つ。また，人々の対話の前提としてのトラウマのケア，人間性の圃復のた
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めには一定の娯楽的要素が必要であるため，スポーツの持つ「楽しみ」の側面が，個々人
の精神面の充実に与える効果が期待される。
　各国で実施されているこの種の事業に関して，未だ資料が質量ともに十分ではなく，そ
の効果の検証もほとんどなされていない。第IV章で取り上げた問題点に関する議論を重ね
ると共に，より効果的な活用方法も考えていかなければならず，イベントやレクリエー
ション，野外活動等の身体に関連する他の教育方法も検討対象としての可能姓を持つ。
　国連を中心にこの種の教育協力が増加している事実を掛酌しても，青少年教育の必要姓
が検討されるべきであり，また，その教育協力方法として，スポーッのみならず，芸術，
音楽，演麟等の文化的要素を持つ教育内容に関する更なる事例を検証し，効果を分析する
試みが必要である。
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（23）UNDCP「World　Drug　Report」，1997年，参照。
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（40＞前掲39William　Oliverによる分析。参加者は，白人支配の社会における差別や侮蔑への反発とし
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（41）藤原健腿，1984年「国際政治とオリンピックjp．　34
（42）Mary　0’　Connor謬Peace　Education　in　a　Divided　Society　」「lrish　Commission　for　justice　and　Peace」p．1蕪
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